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本論文は，19 世紀から 20 世紀への転換期のドイツにおける芸術家・作家の言説について，文化的言説が孕む政治性と

いう観点から，特に「市民性」との関連においてその近代的意味を考察するものである。 

 近代化の過程で人間の生活領域が細分化され自然科学化されて価値観が多様化した世紀転換期，ドイツの芸術家・

作家や教養市民層は複合性の様相を呈する近代社会の葛藤を「文化」の問題として捉え，「文化」の言説を通じてドイ

ツ国内の近代的現象に対峙していた。ところが第一次大戦勃発時，「文化」を巡る彼らの言説は，彼らがドイツの戦争

に「西欧文明」に対する「ドイツ文化」の闘いという大義名分を与えて，政治的ナショナリズムと文化的ナショナリズ

ムを相呼応させるなかで展開されていた。 

 経済・社会がグローバリズムを体現する一方で，文化がナショナリズムとの結びつきを強化していく 19 世紀末から

第一次大戦へと至るこの時代，芸術家・作家や教養市民層は，その言説を通じて「ナショナルなもの」を創出するプロ

セスに参与していた。本論文では芸術・文学がこれら「文化」や「精神性」の担い手たちの表現領域の一つであったこ

とを踏まえ，主として文筆業に携わる芸術家の言説を対象とする。その一つの足がかりとして，作家トーマス・マン

（1875－1955）の第一次大戦直前約 10 年間について，「市民的な芸術家」「ナショナルな要素」という彼の自己認識と，

それに伴う「市民」にまつわる彼の言説に着目する。 

 本論文は序，4つの章，結びから構成される。第 1章では国家統一，技術革新，資本主義経済の導入など，近代的な

システムへの移行過程にあるドイツにおける芸術・文学の社会的状況について整理される。特に 1880 年代半ばに芸術

的・文学的なモデルネ運動に先鞭をつけた自然主義文学とそれを巡る論争に着目し，社会の近代化に対する芸術家・

作家のスタンスが描き出される。第 2章はドイツの「市民」概念を対象とする。マンが 1904 年頃から自らの市民的気

質を強調し始め，それまで芸術家・作家の「精神」とは相容れないものとして捉えてきた市民社会の「生」への歩み寄

りをはかる際の視点に着目し，社会的カテゴリーとしての「市民層」と文化的カテゴリーとしての「市民性」について

考察が試みられる。第 3章では世紀転換期の芸術・文学の位置付けについて，特に「教育」「文化」との関連において

考察される。芸術・文学が教育的・文化的使命の点で教養と同様，市民的な理念を体現していたことから，芸術家・作

家の言説に見出される「市民性」の一端が示される。以上，芸術・文学の意義や市民的価値なるものが，世紀転換期の

社会情勢のなかで「文化」との関連において問われていた点を踏まえ，第 4章では，「文化」の政治性という観点から，

第一次大戦前夜の精神風土とそのなかでの文化的言説の位置付けについて考察される。 

 

構成 

 序 

 第 1 章 近代化と文学的モデルネ 

  1．1．芸術の商業化と文筆業の成立 

  1．2．自然主義の雑誌と「モデルネ」の多元性 

  1．3．「自然主義の克服」 

  1．4．社会と芸術――近代性とモデルネ 

 第 2 章 市民性と文化 

  2．1．市民的な芸術家 

  2．2．市民層と市民性 

  2．3．表象の「市民」 

 第 3 章 芸術の文化価値 

  3．1．芸術，教育，文化 

  3．2．「市民」と「芸術」の鋳直し 

  3．3．「芸術」から「ドイツ芸術」へ 

 第 4 章 文化と政治 

  4．1．対立構図の転換 

  4．2．「市民的なもの」と「ドイツ的なもの」 
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